




































報告者 醸 団 鋭
阻 ,Gore and     ・200人の
'謹
康な歩行可能な男女
Perterdro(1962)    ・39人の寝たきりの老人女′性
・86人の入院の老人男性
Jackson and Grieble(19571・高血圧再来にきた外菊懲者
Kass(19621        。無症候で未治療の外来患者
Marp腱(194つ       。100人の入院女山苺者





。分娩中カテーテル操作を受けていない145例           1.5%
・クロノレ キヽシジンを用いずにカテーテル操作を行つた129例   28  %






























































鍛 構造 僻 ある吊り下げ部、換気部分、消下用小室(弁、オ全)
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カ テ ー テ ル 留 置 期 間 (日)
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